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「試練」は BernardMalamudのほとんど全ての作品に顕著な基本的テー

マで， The Magic Barrel (1958)に収録された13の短編には様々な形で主人

公に試練が与えられている.その中で比較的明瞭な形で繰り返し試練が現れ

ているものとして次の様な作品が挙げられている.“TheMourners"のGru-

ber は自分のアパートから老人を追い出すことを思いとどまることができる

か，“AngelLevine"のManischevitzは黒人の飲んだくれをユダヤ人の天使

だと信じることができるか，“TheLady of the Lake"のLevinは実は自分

がユダヤ人であるという真実を告げることができるか，“TheLast Mohi一

can"のFidelmanはユダヤ人浮浪者に唯一の替えのスーツを与えることが

できるか，といった試練がそれぞ、れ繰り返される.

また，主人公の精神的成長を促す役割を担った副次的人物の存在も Mala-

mudの作品において特鍛的である.例えば，“AngelLevine"のLevine，

"Behold the the Key"のBevilacqua，De Vecchisや伯爵夫人，“TheGirl 

of My Dreams"のOlga，“TheLqdy of the Lake"のIsabella，“TheLast 

Mohican"のSusskind，“TheMagic Barrel"のSalzman等である.これら

の副次的人物は主人公に様々な働きかけをしながら，主人公を精神的発展に

向かわせる機会を与える.

このように副次的人物により繰り返し課される試練というテーマ以外に

も，主人公が年齢30才前後の独身男性で，ユダヤ系としてのパックグラウン

ドを持ち，さらに舞台がイタリアである点等を考慮してゆくと， The Magic 

Barrelの作品中，“TheLast Mohican"と寸heLady of the Lake"が極めて
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類似していることに気付く.イタリアを訪れたイノセントな若いユダヤ系ア

メリカ人1 が，副次的人物によってアイデンティティを試されるというス

トーリー展開においても共通している. しかも，後で論じるように，主人公

に与えられる試練の数と質には驚くべき一致が見いだされる.だが，類似し

た条件を備えた主人公のうち，一人は自己認識の把握に成功して精神的成長

を遂げ，もう一人は失敗に終わる.

主人公の名前が一人は Fidelman (1忠実な人Jの意)であり，もう一人

の改名後の名前がFreeman (1自由な人Jの意)というように一見して意図

を含んだものであることも共通している.しかも，タイトルを一方はJames

F enimore Cooperの TheLast of the Mohicansからとり，もう一方はその

Cooperが愛読したという WalterScottの TheLa，のofthe Lakeからとった

というのも暗示的である.さらに "TheLast Mohican"と“TheLady of the 

Lake"は同年に発表された2 ほほ同じ長さの作品でもある.本稿では，両

主人公に与えられた試練と彼等の精神的成長のプロセスを比較検討しながら

跡づけることにより，この二つの作品の意味を明らかにしてゆきたい.

* 
“The Last Mohican"と“TheLady of the Lake"の主人公は多くの共通点

を持っている.彼らがヨーロッパへ来た目的は過去の自分と決別して新しい

自己を確立することである.画家としては失敗したと自認する Arthur

Fidelmanは，批評家としての新しい自己を表すべくツイードのスーツを身

につけ，赤褐色の靴を履き}豚皮の書類鞄を持ち，新しい出発をめざしてい

る.一方， Henry Levinは明確な理由は説明できないものの，デパートの

売り場主任であったユダヤ系アメリカ人としての過去から抜け出るために

Freemanと名前を変え，旧大陸でのロマンスの期待に胸をふくらませてい

る.両者は共に，家族や共同体との交わり，束縛，責任を回避した孤独な人

間である.彼等は歴史の浅い国からやって来た都市出身のアメリカ人らしく，
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イタリアの持つ歴史と自然に驚嘆の声をあげている.が，その大げさな感激

ぶりが，ユダヤ人としての歴史を背負いながらそれを認識していなかった主

人公達の軽薄さに対する皮肉に響き，後のストーリー展開の伏線となる.

ストーリーの展開は，主人公達がそれぞれ一人の人物との出会いによって

自分の容貌を意識させられるところから始まる. Fidelmanは自己の存在感

をこれほど強く感じたのは 実は見知らぬ人物に見つめられていたからであ

ると気付く.

Fidelman became aware that there was an ext巳riorsource to the 

strange， almost tri-dimensional reflection of himself he had felt as 

well as seen.3 

自己の幻影のかわりにそこにいたのは“experienced"(156)な鼻と“wanted'

(157)な目を持ったユダヤ難民の ShimonSusskindだ、った. Fidelmanの分

身ともいえる4 Susskindとの出会いをきっかけとして， Fidelmanはこれ

まで意識していなかった自己を認識するためのプロセスに移ることになる.

一方， FreemanはIsoladel Dongoの由緒ある貴族の娘らしき若く美しい

Isabellaとの出会いによって自分の容貌を意識させられる.しかし，そこか

らは自己の内面を見つめる視点は生まれず¥彼女の外見的な美しさに自分が

釣り合うかどうかに注意は集中されたままである.Susskindとの出会いが

Fidelmanの内面を意識してゆくきっかけとなるのに対し， Isabellaとの出

会いは Freernanの内面探求に向かわない.

主人公はそれぞ、れ五回，副次的人物と接触する.そしてその間共に三度試

練を受けることになる. Fidelmanには Susskindからスーツの要求が，

Freemanには Isabellaによってユダヤ人としてのアイデンティティの告白

を迫る質問が，それぞれ三度繰り返される.

“The Last Mohican"において，最初の要求は，空港到着後間もない

Fidelmanに突然っきつけられる.鞄の中にある余分のスーツをくれないか，



134 “The Last Mohican"と“TheLady of the Lake"における第四の試練

とSusskindが要求するのに対し， Fidelmanはこれは唯一の替えのスーツ

であり自分は貧しいのだ、と言って断る.二度目は，一週間後，ローマで、の美

術品鑑賞に没頭している Fidelmanのホテルに Susskindは姿を現わす.夜

は寒いので古いスーツをくれるように頼む Susskindに， Fidelmanはスー

ツを与えるという行為によって表現される他者への思いやりの気持ちを理解

しようとせず，要求を拒否する.

“Yes， goddamn it， but I'm not the only one in the whole wide world. 

Without prejudice， 1 refuse th巴 obhgation.1 am a single individual 

and can't take on everybody's personal burden. 1 have the w日ightof 

my own to contend with." (165-66) 

Fidelmanは， Susskindから逃れるためにホテルを替えるが， Susskindは

やはり姿を現わし，三度目の要求を繰り返す. Susskindは冬を生き延びる

ためのスーツの必要性を強調するが，この執効で正当性を欠く要求に立腹し

たFidelmanは，“Tomy mind you are utterly irresponsible and 1 won't be 

saddled yith you. 1 have the right to choose my own problems and the 

right to my privacy." (168)と，厳しく拒絶する.

一方 FreemanもIsabellaにより試練を三度受ける.先ず初対面で“Are

you， perhaps， Jewish?，，5 と尋ねられるが Freemanは「瞬きもせずに」

即座に“No"と答える.後で彼女の質問の意図を思いめぐらして，それがユ

ダヤ人を彼女の恋人選びの条件から振るい落とすための“test"(115)であり

“eligibility" (115)であろうと，皮肉なことに反対に解釈してしまう.二度

目は， Isabel1aに誘われて行ったモッタローネ山でアルプス連峰の美しさ

に感嘆している Freemanに対し，七つの峰がMenorahに見えるかそれと

もVirgin'scrownに見えるかという謎めいた質問が課されるのだが，結局

Virgin's Crownに見えると答え，ユダヤ人であることを否定する.三度目は，

Isabellaが貴族の娘でないことを知った上で求婚にドンゴ島を訪れた Free司
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man ~こ，“Are you a Jew?" (132)という質問が「避けることのできない雷J

のようにふりかかってくる.“Whyshould 1 lie?" (132)という内なる声が

あったにもかかわらず， Freemanはユダヤ人とは全く無縁の人間の口調で

否定する.こうして彼はイエスを知らないと三度否定したベテロの如く 6

自分のアイデンティティを否定し，実はユダヤ人であり結婚相手にユダヤ人

を求めていた Isabellaの課した別の意味での“test"に落、第する.

Fidelmanはスーツを与えることを拒み Fr町 manはユダヤ人であるこ

とを認めず，副次的人物の課した試練に三度失敗する.その結果， Fidel-

manは批評家としての執筆能力に支障をきたし Freemanはロマンスを

失ってしまう.というのは， Susskind はFidelmanが自負していたジオッ

トに関する研究論文を書類鞄ごと盗み出し，その後Fidelmanは論文を書き

続けることが、できなくなるからである.また，ユダヤ人として苦しんだ過去

の意味を大事にしたいと思っていた Isabellaは，ユダヤ人以外とは結婚で

きないと言って Freemanのもとを去るからである.以上のように両主人公

は副次的人物によって与えられた試練に屈し，その因果に苦しむことになる.

* 
“The Last Mohican"と“TheLady of the Lake"の副次的人物は主人公に

試練を与えるという点で同様の機能を持っているが， SusskindとIsabella

には本質的な違いがある. Bensonが述べるように， Malamudの作品には

主人公の周辺に位置し主人公の良心を試す人物が二種類ある 7 一つは主人

公の隠された内面を客体化するために精神的に導いてゆくもldwise man" 

である.この人生教師的役割を果たす男性はしばしば精神的父親の姿をとっ

て現われる.そして彼等の価値観を受け入れてその重荷を引き継ぐことによ

り， Malamudの主人公達は物質的にはより苦境に立たされようとも精神的

には豊かになり，人間的成熟へと向かう 8 Susskindは， Fidelmanを偏狭

な価値観から解放し，豊かな人間性へと導く人生の教師の役割を与えられて
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いる.

もう一つはロマンティックな出会いを通して若者を試み，一人前の男性へ

と導いて行く“loathlylady"である.Eignerは， Malamudの作品に登場す

る女性の原型を中世ロマンスの世界の貴婦人に求めている 9 被女たちは傷

いた騎士を癒やすが同時に彼等を誘惑して試す.この誘惑から人生の意味を

学びとった者が，女性の愛を手に入れ男性として成熟に到達するというパ

ターンである 10 Isabella (ニ貴婦人)は Freeman(=遍歴の騎士)を彼

女の美貌で誘惑して試し，彼が一人前の男性に成長する機会を与える役割を

担っている.このように SusskindとIsabellaは主人公を導くという同様の

目的を持ちながらも異なった機能を備えている.

さらに両者を比較した場合，機能の働き方にも差異が認められる.Suss-

kindは，確かに一面では実体の無い捕えにくさがある.彼は「空気を食べ

て生きて」おり，常に走り，魔術のように現われては消えてしまう.年齢も

不詳で(“aged，ageless" (178))， 3ヶ月後再会した時も一ポンドも増えも

減りもしていない. Fidelmanの前に突然彼を映す鏡のように(“hehad 

been mirrored" (156))出現した Susskindは， r風のように軽く」走りなが
ら視界から消え去ってしまう. しかしそれにもかかわらず， Susskindには

確固たる存在感がある.Fidelmanが50セント渡せば5ドルをせしめ，ユダ

ヤ人でありながら異教徒にロザリオを売りつけ，僅かな金をもらって墓地で

死者のために祈るという.貧困や無国籍にもかかわらず，住みついた地で、し

たたかに生きてゆくユダヤ難民Susskindの姿は， Cooperによって描かれ

た滅びゆく高貴なモヒカン族とはかけ離れている.タイトルの示唆とは反対

に， Susskindは“thelast Mohican"ではなく生命力に満ちたユダヤ難民で

ある.

それに対し， Isabellaは終始ロマンスの中に現われる貴婦人の域を出ず，

その描写もあいまいである.Freemanを試すために送られて来た使者とし

て，霧に包まれた暗い島から“astatue had come to life" (109)かのように
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出現し，再び、霧の中に消え去ってしまう Isabellaの存在は，“elusive"(121) 

で“evanescent"(121)で不確実なものである.さらに Eignerの指摘する

ように， Isabellaは彼女自身嘘をつき，さらに裸になって主人公を誘惑する

という罪を犯している 11 ηe Naturalに登場するIrisが，同じく夜の湖を

裸で泳ぐが，岸に上がってから自分には孫がいるという苦しい告白をしたの

に対し， Isabellaは一食事を勧めるだけで自分の過去について語ろうとしない.

Susskindの存在感，生命力，コミカルな明るさと対照的に， Isabellaは暗

い神秘のベールに包まれ，実在性に欠けた“alady of the lake"のままであ

る.それゆえ，彼女は主人公を導くという機能を充分に果たし得ない.

“The Last Mohican"と“TheLady of the Lake"の決定的な相違は，

Fidelmanが三回の試練に失敗した後Susskindが果たす役割にある.SllSS-

kindもIsabellaも主人公の前から姿を消すのであるが， SusskindはFidel-

manの大事な論文を盗むことによって，結呆的には積極的な働きかけをす

ることになる. “The Last Mohican"では Susskindを求めて Fidelmanの

ローマの街の探索が始まる.それまで美術館やローマ帝国の遺跡ばかり見学

していた彼は， Susskindを捜すために込み合った裏通りや物売りでご、った

返すマーケット等へ足を踏み入れる.披は批評家の「ユニフォーム」であっ

たツイードのスーツのかわりにベレー帽とレインコートを身につけ，先のと

がった黒い靴を履いてローマの街の雑踏に紛れ込む.Richamanの指摘によ

れば，この服装の変化は批評家 Fidelmanからーユダヤ人Fidelmanへのア

イデンティティの変化を示している 12

ある金曜日の夜，シナゴーグでユダヤ教徒の礼拝を見ていた Fidelmanは

“Where in the world am I?" (174)と自己の存在に対する疑問を感じる.ゲッ

トーに住む貧しいユダヤ人の家並みの聞をさまよい歩くうちに，今までロー

マ観光で見たのとは異なった歴史の持つ重みに気付き始める.さらに燭台

( candelabra)の灯ったユダヤ人墓地では，アウシュピッツでナチスにより虐

殺されたユダヤ人の墓碑銘を読む.こうして時を経過するに従い， Fidel-
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manの心境の変化は除々に現れ，盗まれた原稿を取り戻すという本来の目

的が次第に Susskindという人間そのものに対する興味へと変わってくる 13

また，無意識のうちに天使のスケッチを描き，いつの日か自分は再び画家に

戻るのではないかと，思ったりもする.だが，依然として自分のジオット論文

が秀作であると信じており，そのことを考えると苦痛が魁るといった具合に，

新しい精神発展にはなかなか移行しない. しかし三ヶ月に及ぶローマ訪裡を

通して，無意識のうちにではあるが，これまで閉ざされていた精神が外へ向

かつて開かれてゆく準備が進められてゆく.

Fidelmanがまるで Susskindに導かれるようにして，観光都市ローマで

はなくユダヤ人の日常生活や苦難の歴史に触れたのに対し， Freemanが白

にしたのは閉ざされた島の宮殿と庭園であった. ドンゴ島のイメージは観光

客用の昼間と，一般の人々から遮断され本来の姿に戻る夜とで一変する.昼

間の島は咲き乱れる花と息詰まる程の芳香に圧倒され，肱を覚える程である.

だが，主人公が夜一人で接近した島は霧と閣に包まれており，暗く陰欝で，

死のイメージと恐怖を与える.また IsabeUaに案内された宮殿は意外な事

実を暴露する Freemanが前日，案内人の目を盗んで、までそっと手を触れ

た日くっきのベッドには実際にはナポレオンはついてはおらず，彼を息もつ

けぬ程興奮させたティツィアーノらの絵爾も庭の彫刻も全て偽作だと知らさ

れる.主人公がストレーザで見たものは，現実に根づいた生活とはほど遠く，

観光用に作られた虚偽に満ちた世界だ、ったのである. Fidelmanの目に映っ

たものが後の精神発展を促すきっかけとなるのとは対象的に Freemanの

場合は精神発展の助けになり得ないものばかりであった.

次第に精神発展への準備が整ってきた Fidelmanにとって決定的影響を及

ぼすのは，難民 Susskindの住む部屋の光景である.部屋は“apitch black 

freezing cave" (180)であり，暖も明かりもなく，“ice-box"(180)のよう

に暗く冷えきっていたが，“Arcticseas" (180)ともいえる金魚鉢には骨ばっ

た金魚、が泳いでいた.貧困の中でベットを飼う難民の生と愛を Fidelmanは
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見たわけである.その夜Fidelmanは啓示的な夢を見る.夢の中で彼は太陽

の光りに輝く丸天井を見つめながら肩に暖かさを感じて横たわっている.そ

こに描かれているフレスコ画は，聖フランシスコが貧しい騎士に衣服を与え

る場面を描いた“SanFrancesco dona le vesti al cavaliere povero" (180) と題

するジオヅトのものであった.夢に出現した一枚の絵がFidelmanに教えた

ことは，貧しい者には自分の持てる物全てを与えるという博愛の精神であっ

た.それはまさに Susskindが言った“If1 had something to give you， 1 

would gladly give it to you." (169)そのものであった.三ヶ月間の Suss-

kind探索を通して彼が見たものの積み重ねは，この夢という一つの決定的

なビジョンによって明確なメッセージを形成する.Fidelmanは目覚め，スー

ツを持って走り出す."Fidelman awoke running." (181)という表現に示さ

れている.作者Malamudはこのような夢や幻影といった神秘的要因を，主

人公の精神発展のきっかけとしてしばしば用いることがある 14

一方，“TheLady of the Lake"では，主人公の性格発展を助ける夢や幻

影は出現しない.ジオヅトの生と愛を志向する絵画に対応するものとしては，

罪・罰・死・苦を象徴するダンテの『地獄篇』のタベストリーがある.始め

てドンゴ島へボートを漕ぎ出して接近した帰途，風と波が強くなり， Fr町田

manは自分が溺れ沈んで、ゆく光景を思い描く.また Isabellaの座っている

筏へ泳いで行く途中，水泳の苦手な Freemanは，彼女の日に映る自分のみ

じめな姿を想像しつつ溺れる恐怖にとりつかれる.“drowningman"として

のFreemanのイメージである.Isabellaの父と弟に案内されてドンゴ島へ

向かうボートのオールが「霊棺車を引っ張るように重かったjという表現も

あわせて， Freemanは生ではなく死の方向に進んでいることになる.主人

公を生へ向かわせ精神の成長を促すきっかけとなる神秘的ピジョンは出現し

ない.
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* 
しかしながら， Fidelmanもジオットの絵の夢で完全な啓蒙を受けたので

はない.実は彼には第四の試練が待っていた. “1 bring you my suit. Wear 

it in good health." (181) と言ってスーツを手渡そうとする Fidelmanに

Susskindは最終的な試練を課す.空になった書類鞄を受け取った Fidelman

は自分の論文が燃やされてしまったことを知る.激怒した Fidelmanは

“Y ou bastard， you burned my chapter!" (182) ，“1'11 do you one [a favor] 

and cut your throat." (182) と叫ぴ， Susskindの後を追いかける.聖フラ

ンシスコの絵を見て真の愛に目覚めたかにみえた Fidelmanではあったが，

この瞬間に，せっかくつかんだ、貧しき者，弱き者を思う気持ちを失いそうに

なる.

だが，全速力で追いかけている最中に彼は“atriumphant insight" (182) 

を得る.その勝利に満ちた啓示は瞬間に訪れたものではあるが，この三ヶ月

間に得た全ての経験が積み上げられたものであることが“moved. by a11 he 

had lately learned" {182) という一文から推察できる.そしてこの“a

triumphant insight"は真の芸術への目覚めであると同時に真の愛への目覚め

となる.“Thewords were there but the spirit was missing." (182) という

Susskindの言おうとするメッセージ，すなわち聖フランシスコに魅せられ

たジオットの絵画の精神を理解せずして，その批評を学問的にのみ行なおう

としていた Fidelmanは，実はジオットを本当の意味では知らなかったとい

うことに気付く.“Whodosen't know Giotto?" (179) とはまさに自分のこ

とであり，それゆえ原稿を盗まれた後，執筆できなくなったのである.勉学

労苦の結晶であった論文を破壊されるという致命的敵対行為に会いつつもそ

れを許すことにより， Fidelmanは芸術家として，そして人間として最後の

試練に勝利する.

同じく試練に三度失敗した Freemanにも最後のチャンスが与えられてい
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る.ユダヤ人であることを否定し続ける Freemanに， Isabellaは上衣のボ

タンをはずし，その美しい胸を見せる.彼女の胸に“abluish line of dis-

torted numbers" (132)の入れ墨の跡を認めた Freemanはぞっとする lto

his horror (132) f _それがナチスの収容所で押されたもので，ユダヤ人とし

て苦しんだ過去を大切にしたいと告白した Isabellaに対し， Fr田 manが発

した言葉は“一-you?Oh， God， why did you keep this from me， too? (132) 

と相手への叱責であった.さらに，ユダヤ人以外とは結婚できないと言って

立ち去ろうとする Isabellaの胸に手を伸ばし，それに吸いっこうとする.

入れ墨という極めてショッキングな事実を目撃しでもユダヤ人間胞としての

同情は生まれてこないし，彼女の心の傷を理解することもできない.“Free-

man groaned， incensed at the cruelty， stunned by the desecration." (132) 

という一文も，人間の生命と尊厳を冒漬したナチスの残虐行為に対するもの

というより，むしろ Isabellaの肉体の美しさが損なわれたことに対する怒

りにすぎないと解釈できる.

Freemanの“Listen，1一一1am-" (133) という言葉はそこで途切れて

しまっている.もし“1am sorry.一"と Isabellaの受けた傷に対する同情を

示す言葉が続くか，あるいは“1am J ewish. . ."と事実を告白して嘘をつい

ていたことを謝る言葉が続けば， Freemanはここで許されていたであろう.

彼は精神的に成長を遂げ，他者とのつながりを取りもどし，ユダヤ人として

のアイデンティテイ，さらに Isabellaの愛をも獲得していたかもしれない.

しかし，これほどショッキングな事実をつきつけちれていながらナチスへの

怒りを共有することもできず，ユダヤ人としての意識を取り戻すこともでき

ない. Isabellaへのエロティックな愛に執着した Freemanは精神的成長の

ための最後の機会を逃してしまう.

以上のように“TheLast Mohican"と“TheLady of the Lake"では主人

公は四度にわたって試練を受ける 15 第四の試練の共通性は，それが以前

の三回とは内容的にも質的にも異なり，徹底的に主人公を試すことである.



142 “The Last Mohican"と“TheLady of the Lake"における第四の試練

秀逸であると信じている長年の労作の論文を破壊されるという，本人にとっ

て残酷な試練を乗り越えた Fidelmanは勝利者となる.だが，ナチスによっ

て女性美の象徴でもある胸に押された焼印の傷跡を男性に見せるという，試

練を与える側にとって残酷な苦痛を伴い，それゆえに見た者の心を動かさず

にはおかないはずの試練を乗り越えることのできなかった Freemanは敗北

者となる.二人の主人公にとって，試練は成長のために必ず通らねばならな

い関門であり，過ちを繰り返しながらも学びとってゆけば人間的に大きく成

長することができる 16 この二つの作品における第四の試練は，主人公が

過去の経験からどれだけ学ぴとり，人間的成長を遂げたかを判断するための

最終試問となる

* 
Guttmannは，これらの作品の結末の相違はユダヤ系アメリカ入のアイデ

ンティティ認識の問題に起因していると考える.すなわち， Fidelmanはスー

ツを与えることにより Susskindと共通の運命を分かち持ち， Freemanは嘘

をつくことにより特殊な運命共同体の一端を担うことを否定したため，

Fidelmanが勝利者となり， Freemanは敗北者となる，と主張している 17

これは充分納得のいく説明ではあるが， Fidelmanの罪がFreemanのそれ

より軽いとは言えない.芸術を精神不在のまま文字の上だけで論じた

Fidelmanの態度は， Freemanが過去を偽った罪に劣るものではない.

Fidelmanにとっての最大の試練は，批評家として全精力をかけて書き上げ

た論文を燃やした相手を許すことができるか，そうすることにより真に芸術

を理解することができるようになれるか，ということである.また， Free-

manにとっての最大の試練は， Isabellaの胸の入れ墨を見て，ユダヤ人とし

てだけではなく，人間としてナチスの残虐行為に憤りを覚え，被害者とその

痛みを共有できるか，ということである_Fidelmanはユダヤ入である以上

に人間として愛と芸術に目覚め勝利を得たのであり， Freemanはユダヤ人
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である以前に人間として失格したのである.それゆえ，両作品はユダヤ性の

受容をストーリーの展開の主軸に置きながらも，それを真の人隠性探求のた

めの試練の手段として用いているといえる.そして，作品の主眼点はユダヤ

性を越えた人間としての責任感にあると考えることが可能で、ある.

人間としての責任を問う試練に，なぜFidelmanが勝利し， Freemanが

敗北したのかという原因をつきつめていくと，最終的に，副次的人物の果た

した役割の決定的相違点に帰結する.すなわち，“Thenyou are responsi司

ble. Because you are a m品n.Because you are a Jew， aren't you?" (165) と

言って，ユダヤ人であることと共に人間であることの責任を説いた Suss-

kindが Fidelmanを勝利に導いた.それに対し，“Because1 hoped you 

were [Jewish]." (132) とFreemanにもユダヤ人であることを望み，“I

can't marry you. We are Jews." (132) とユダヤ人であることに固執した

Isabellaには Freemanに人間としての責任感を教えることはできなかった.

ユダ、ヤ人街の生活へと Fidelmanを連れ出した Susskindが実はユダヤ性を

越えたとューマニズムの視野を持っており，イタリア貴族の宮殿と庭園を案

内した Isabellaが実はユダヤ性に捕われていた，というアイロニカルな事

実が明らかになる.その結果， Susskindは人生の教師としての役割を果た

すが， Isabellaにはそれができない.

本稿における寸heLast Mohican"と“TheLady of the Lake"の比較の出

発点は，両作品の主人公の性格・背景・条件等の類似性にあるので，副次的

人物の果たした役割の差異はより明確となる.主人公の精神的成長の可否は，

主人公自身の努力というよりむしろ副次的人物の・「指導jに依存している.

主人公は彼等によって動かされる人形で，副次的人物がストーリーを展開さ

せる人形使い，というパラドクシカルな比聡も可能となる.彼等との出会い

と係わり合いがあって始めて，主人公の精神は変化を生じることができる.

“The Last Mohican"における副次的人物は，試練を与え続けながら主人公

を真の人間性認識に導いてゆくという点で二つの機能を果たす強力な人物で
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あるが，“TheLady of the Lake"における副次的人物は，試練を与えるだ

けに終わってしまうため，強力な人物になり得ない.

結局，“TheLast Mohican"の Fidelmanは，ユダヤ性を越えたヒューマ

ニズムの精神を持った副次的人物との接触によって，人間としての愛と責任

感に目覚め，精神的な成長を達成する.“TheLady of the Lake"のFree-

manは，ユダヤ性に固執した副次的人物との出会いによって，人間として

の愛や責任感を学ぶことができず¥精神的成長を遂げることはできない.副

次的人物によって課された第四の試練の意味を考慮する時， Malamudの

“The Last Mohican"と“TheLady of the Lake"は，人間としての愛と責任

感の達成の可能性を問いかけている作品であるという結論に到達する.
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